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●９月定例会
平成24年度決算を認定 ❷
交流の新拠点深谷ベース ❻
市政のここが聞きたい ❽
議員全員協議会など �
ボランティアさん紹介 �

岡 部 公 民 館
岡 部 地 区 文 化 祭
　　　　　  　（裏表紙参照）

市議会だより
ふかや



９月定例会の概要９月定例会の概要

深谷らしさの創出は？市民サービス向上と

歳

　出

※構成比は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

平成24年度
455億3,979万円

総務費

13.5％

61億
3,584万円

衛生費

10.2％

46億
4,967万円

衛生費

10.2％

46億
4,967万円

土木費

11.3％

51億
4,816万円

土木費

11.3％

51億
4,816万円

教育費

10.5％

47億
7,777万円

教育費

10.5％

47億
7,777万円

その他

7.3％

33億
1,056万円

その他

7.3％

33億
1,056万円

民生費

37.1％
169億 564万円

農林水産費 13億5,722万円 3.0％
公債費 32億5,493万円 7.1％

14.5％ 35.9％

2.3％

9.1％ 9.5％ 13.2％8.6％ 7.0％7.0％平成23年度
502億5,323万円

平成22年度
494億0,973万円 21.7％ 33.7％

2.4％

10.1％ 10.0％ 9.0％

6.8％

6.2％6.2％

※構成比は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

歳

　入
市税 

37.7％
184億6,672万円

地方交付税

16.5％

80億
9,521万円

繰越金 32億1,594万円 6.6％

国県支出金

17.7％

86億
6,152万円

市債 41億6,190万円 8.5％

その他

12.9％

63億
1,996万円

その他

12.9％

63億
1,996万円489億2,125万円

35.1％ 14.9％ 17.5％ 11.3％ 15.3％
平成23年度

534億6,917万円

5.5％

35.1％ 14.9％

7.3％

17.5％ 11.3％ 13.9％
平成22年度

523億5,558万円

平成24年度
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〈
議
会
あ
れ
こ
れ
「
決
算
特
別
委
員
会
っ
て
な
ぁ
に
？
」・
・
・
市
の
前
年
度
決
算
に
つ
い
て
審
査
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
特
別
委
員
会
で
す
。
委
員
会
は
議
長
及
び
監
査
委
員
を
除
く
全
議
員
で
構
成
さ
れ
ま
す
。〉

　
議
会
初
日
に
決
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
委
員
長
に
仲
田
稔
議

員
、
副
委
員
長
に
加
藤
利
江
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
は
各
委
員
会
で
の
専
門
性
を
生
か
し
た
分
科
会
方
式
で
審

査
し
ま
し
た
が
、
今
議
会
か
ら
は
全
事
業
を
柴
崎
議
長
・
高
田
監
査
委

員
を
除
く
全
議
員
で
審
査
す
る
全
体
会
方
式
に
な
り
、
平
成
24
年
度

一
般
会
計
決
算
は
賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
内
容
は
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

20年度
約258億 約264億 約294億 約283億 約296億

21年度 22年度 23年度 24年度

地方債残高（一般会計）

（それぞれ年度末　単位：円）

借り入れ

0

50億

100億

150億

200億

250億

300億

20年度
約113億 約98億 約143億 約136億 約167億

21年度 22年度 23年度 24年度

基金残高（一般会計）

土地開発基金を除く  （それぞれ年度末　単位：円）

積み立て

0

50億

100億

150億

200億

平成24年度  一般会計歳出総額 455億3,979万円を決算認定

深谷らしさの創出は？市民サービス向上と

市内 29 の小中学校普通教室にエアコンを設置

　

平
成
25
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
２
日
に
開
会
し
、
25
日
ま
で
の
24
日

間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
で
は
、
平
成
24
年
度
決
算
認
定
関
連
議
案
10
件
、
条
例
の
一
部

改
正
10
件
、
補
正
予
算
８
件
、
そ
の
ほ
か
５
件
の
計
33
議
案
が
市
長
か
ら

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
３
件
及
び
請
願
３
件
を
審
議

し
ま
し
た
。



９月定例会の概要９月定例会の概要

 附 帯 決 議

	 国民健康保険	 	 171 億 0,362 万円	 163 億 1,539 万円
	 後期高齢者医療	 	 21 億 1,981 万円	 21 億 1,386 万円
	 国済寺土地区画整理事業	 	 ８億 0,139 万円	 ７億 8,915 万円
	 岡中央土地区画整理事業	 	 6,152 万円	 4,081 万円
	 武川中央土地区画整理事業	 	 8,133 万円	 8,133 万円
	 小前田駅北西部土地区画整理事業	 	 8,269 万円	 7,237 万円
	 農業集落排水事業	 	 ８億 5,583 万円	 ８億 1,168 万円

会　　計　　名 歳　　　　　入 歳　　　　　出

	
水 道 事 業

	 収益的収支（水道料金等）	 26 億 4,868 万円	 21 億 8,674 万円
	 	 資本的収支（工事費等）	 26 億 7,171 万円	 41 億 1,290 万円
	
下水道事業

	 収益的収支（下水道料金等）	 17 億 0,514 万円	 17 億 0,399 万円
	 	 資本的収支（工事費等）	 10 億 2,238 万円	 16 億 9,047 万円

会　　計　　名 歳　　　　　入 歳　　　　　出

※会派名は、深クは深谷クラブ、共産は日本共産党、彩新は彩新連合です。　　※議長は同数のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対、欠は欠席）

議　員　名　　　　
　　　　議　案　名

審 

議 

結 

果

会　　派　　名〈※〉 深　　　和　　　会 深政クラブ 公明党 深　ク 共 産 彩　新

	 	 一般会計歳入歳出決算認定について	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 	 ×	 ×	 ○	 ○	 ○	 認定
	 	 国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 認定
	 	 後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 認定
	 	 農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 認定
	 	 国済寺土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 認定
	 	 岡中央土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 認定
	 	 武川中央土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 認定
	 	 小前田駅北西部土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 認定
	 	 水道事業会計利益の処分及び決算認定について	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決認定
	 	 下水道事業会計決算認定について	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 認定
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◆９月定例会　議案に対する各議員の賛否◆
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公
共
用
財
産
に
つ
い
て

問　
公
共
用
財
産
の
そ
の
他
の

施
設
で
６
８
９
６
平
米
減
に
な

っ
て
い
る
、
そ
の
内
容
は
。

答　
武
川
中
央
土
地
区
画
整
理

事
業
で
換
地
処
分
に
よ
り
普
通

財
産
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
や
、

普
通
財
産
と
し
て
扱
っ
て
い
た

倉
庫
用
地
や
旧
清
掃
セ
ン
タ
ー

用
地
の
一
部
を
事
業
用
地
と
し

た
こ
と
な
ど
、
増
減
し
た
結
果

６
８
９
６
平
米
減
と
な
っ
た
。

財
政
力
指
数
に
つ
い
て

問　
平
成
24
年
度
の
財
政
力
指

数
が
０
・
７
２
９
で
、
前
年
比
、

低
下
し
て
い
る
要
因
は
。

答　
税
収
の
減
少
が
主
な
要
因

の
一
つ
で
あ
る
が
、
収
入
だ
け

の
分
析
で
は
一
概
に
言
え
な
い
。

今
後
と
も
自
主
財
源
の
確
保
に

努
め
た
い
。

実
質
単
年
度
収
支
に
つ
い
て

問　
実
質
単
年
度
収
支
が
19
億

円
以
上
あ
る
が
、
今
後
も
緊
縮

財
政
を
続
け
て
い
く
の
か
。

公
共
用
財
産
に
つ
い
て

答　
こ
の
実
質
単
年
度
収
支
だ

け
で
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
財
政
力
や
自
主
財
源
比
率

や
公
債
費
、
将
来
の
事
業
等
を

考
慮
し
な
が
ら
考
え
て
い
き
た

い
。

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

設
置
・
運
営
事
業

問　
ア
リ
オ
深
谷
内
に
パ
ス
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
半

年
経
過
し
て
い
る
が
、
利
用
実

績
は
。

答　
平
成
25
年
３
月
末
ま
で
で
、

１
３
８
９
件
の
申
請
、
１
２
８
７

件
の
交
付
実
績
が
あ
る
。

農
産
物
安
全
安
心
対
策
事
業

問　
決
算
額
が
減
少
し
て
い
る

財
政
力
指
数
に
つ
い
て

実
質
単
年
度
収
支
に
つ
い
て

総
　
　
　
務

市
民
産
業

が
十
分
な
対
策
が
取
れ
て
い
る

の
か
。

答　
市
内
15
カ
所
の
畑
で
残
留

農
薬
検
査
を
行
っ
た
が
、
農
薬

の
検
出
は
な
い
。
放
射
性
物
質

に
つ
い
て
は
、
県
で
定
期
的
に

作
物
の
出
荷
前
に
行
っ
て
い
る

が
、基
準
値
以
下
で
あ
り
、安
全
・

安
心
で
あ
る
。

市
税
の
徴
収
・
滞
納
対
策

問　
市
税
収
納
率
が
昨
年
と
比

べ
1.2
％
改
善
し
た
要
因
は
。

答　
滞
納
対
策
の
強
化
に
よ
る

差
し
押
さ
え
等
の
処
分
を
積
極

的
か
つ
厳
正
に
行
っ
て
き
た
結

果
で
あ
る
。

問　
空
き
家
等
の
課
税
対
象
者

が
死
亡
し
た
場
合
、
相
続
人
課

税
の
実
態
と
課
税
方
法
は
。

答　
戸
籍
を
取
り
、
相
続
権
者

に
相
続
に
つ
い
て
の
通
知
を
発

送
し
、
回
答
に
基
づ
き
新
た
に

課
税
を
し
て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き

サ
ロ
ン
事
業

問　
地
域
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の

会
場
数
と
実
施
状
況
は
。

答　
平
成
24
年
は
91
か
所
で

あ
り
、
前
年
比
で
３
か
所
増

え
て
い
る
。
参
加
人
数
は
、

１
４
９
３
４
人
と
い
う
こ
と
で

前
年
比
９
１
０
人
増
え
て
い
る
。

緊
急
自
動
通
報
装
置

設
置
事
業

問　
65
歳
以
上
に
対
し
て
ど
の

く
ら
い
の
割
合
で
設
置
さ
れ
て

い
る
の
か
。

答　
単
身
者
が
６
２
０
２
人
お

り
、
率
は
7.8
％
で
あ
る
。

こ
ど
も
医
療
費
支
給
事
業

問　
こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て

10
月
か
ら
中
学
生
ま
で
の
通
院

に
年
齢
拡
大
に
な
っ
た
が
、
通

院
医
療
費
は
。

答　
中
学
生
の
通
院
医
療
費
は

１
９
５
３
万
６
３
１
円
と
増
加

し
た
。

図
書
館
費

問　
一
般
会
計
総
額
に
占
め
る

図
書
館
費
の
割
合
は
１
％
く
ら

い
が
望
ま
し
い
と
聞
い
て
い
る

が
、
深
谷
市
の
０
・
３
２
％
は
低

い
と
思
う
が
。

答　
限
ら
れ
た
予
算
の
な
か
で

効
率
的
に
使
う
努
力
を
し
て
い

る
。
蔵
書
数
は
若
干
で
は
あ
る

が
年
々
増
え
て
い
る
。
熊
谷
市

や
本
庄
市
の
市
民
一
人
当
た
り

の
蔵
書
点
数
と
比
べ
て
み
て
も

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

公
害
防
止
対
策
事
業

問　
調
査
の
内
容
は
。

答　
大
気
、
河
川
水
、
野
菜
中

の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
み
の
測
定

を
行
っ
て
い
る
。

問　
こ
の
数
値
は
何
に
生
か
さ

れ
て
い
る
の
か
。
市
民
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
は
。
ま
た
、
条
例

の
制
定
根
拠
は
。

答　
今
後
の
環
境
基
本
計
画
、

環
境
基
本
条
例
等
の
見
直
し
等

に
生
か
し
て
い
き
た
い
。
市
民

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
な
い
が
、

数
値
に
つ
い
て
は
広
報
等
で
公

表
し
て
い
る
。
ま
た
、
法
令
上

の
規
定
は
な
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
事
業

問　
事
前
予
約
型
に
掛
か
っ
た

費
用
は
。

答　
約
１
６
０
０
万
円
で
あ

る
。

問　
利
用
者
が
少
な
い
が
。

答　
利
用
者
を
増
や
す
た
め
に

３
地
区
を
対
象
に
説
明
会
等
行

っ
た
。
ま
た
、
コ
ー
ス
マ
ッ
プ

を
持
ち
運
び
し
や
す
い
サ
イ
ズ

で
作
成
し
、
商
工
会
議
所
の
情

報
誌
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲

載
す
る
な
ど
対
策
を
講
じ
た
。

問　
対
策
を
講
じ
て
も
伸
び
な

い
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
は
。

答　
現
在
の
契
約
は
平
成
26
年

度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
翌
年

度
か
ら
の
新
運
行
に
向
け
、
利

用
者
が
利
用
し
や
す
い
運
行
方

法
を
検
討
し
て
い
く
。

パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　

設
置
・
運
営
事
業

農
産
物
安
全
安
心
対
策

市
税
の
徴
収
・
滞
納
対
策

福
祉
文
教

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き

　
　
　
　
　

サ
ロ
ン
事
業

こ
ど
も
医
療
費
支
給
事
業

図
書
館
費

公
害
防
止
対
策
事
業

環
境
都
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
　
　
　
　
　

運
行
事
業

１．協働のまちづくり推進事業について再検討されたい
　市民提案制度については、まちづくり振興基金の造成
に伴い、基金の有効利用を図る一方策として、平成24年
度に導入された。初年度は行政側が課題を提示し、市民
に解決策を募集したが、予算化にはいたらなかった。案
件については行政側からの提案のみならず、自由度があ
っても良い。もしくは、地方分権から地域分権へとの発
想から、地域ごとの問題点・解決策を地域ごとの人材と
知恵で検討できる地域協議会的な組織体系を構築し、予
算の分配を図る体系づくりも有効であると考える。再度、
市民提案制度を検討し真に実効性のある協働のまちづく
りを推進されたい。

２．特別土地保有税収入未済額を
　　　　　　　　　　早期に決着付けられたい
　特別土地保有税は、法定の普通税であり特別の財政需
要のための目的税ではない。平成15年度からは新たな課
税は停止されている。督促等の処置をとっているが未解
決のまま、毎年度の決算で収入未済額として計上されて
いる。早期に決着を付けられたい。

３．介護保険認定調査事業について、再検討されたい
　介護保険被保険者が介護サービスを利用するために
は、要介護認定が必要であり、この訪問調査等にかかる
業務を現在市単独事業として行っている。しかし、介護
保険の公平性の観点からすれば、介護保険事業として行
っていくべきである。ついては、大里広域市町村圏組合
と協議し、負担金等の調整を図り認定調査にかかる事務
の移行を進めるか、もしくは介護保険事務のあり方につ
いて協議し、市民サービスの低下とならない介護保険事
業を行うことを求める。

４．長期間事業の進展方策構築と
　　　　　　　　　　目指すべき都市像について
　中央土地区画整理事業は、平成10年度から平成31年度
を期間として着手された事業である。平成24年度の予算
執行率は約63％であり、事業開始から15年経過した事業
進捗率は13.1％にとどまり、事業が遅延している。多角
的に事業の進展方策等を構築し、早期完成を目指された
い。さらに、この事業の有益性を示すためにも、事業進
展と合わせ目指すべき都市像と中心市街地のあり方につ
いても考慮されたい。　　　　　　　　以上、決議する。

 附 帯 決 議
一般会計決算認定について、議会としての意見を
附帯決議としてまとめ賛成多数で可決しました。

特 別 会 計 及 び 企 業 会 計
●特別会計…特定の事業を行う場合、一般の歳入歳出と区分して経理する会計

●企業会計…独立採算を原則とし、公共福祉の増進を行う事業の会計

〈
議
会
あ
れ
こ
れ
「
附
帯
決
議
っ
て
な
ぁ
に
？
」・
・
・
附
帯
決
議
と
は
、
法
律
に
基
づ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
議
案
が
可
決
さ
れ
た
場
合
、
執
行
上
の
要
望
や
留
意
事
項
等
を
述
べ
る
決
議
の
こ
と
で
す
。〉

緊
急
自
動
通
報
装
置

　
　
　
　
　
　

設
置
事
業

決
算
特
別
委
員
会

―
― 

主
な
質
疑 

―
―

緊急通報システム

図  書  館

（一部抜粋）



その他・採決表 その他条例など

田
嶋　
　

均

田
島　

信
吉

村
川　

徳
浩

清
水　
　

睦

清
水　
　

修

髙
田　

博
之

永
田　

勝
彦

武
井　

伸
一

三
田
部
恒
明

五
間
く
み
子

中
矢　

寿
子

松
本　

政
義

倉
上　

由
朗

石
川　

克
正

吉
田
幸
太
郎

加
藤　

利
江

為
谷　
　

剛

須
藤　

邦
男

新
井　
　

清

仲
田　
　

稔

清
水　

健
一

馬
場　
　

茂

柴
崎　

重
雄

小
森　

秀
夫

加
藤　

温
子

議　員　名　　　　
　　　　議　案　名

審 

議 

結 

果

　※会派名は、深クは深谷クラブ、共産は日本共産党、彩新は彩新連合です。
　※議長は同数のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対、欠は欠席）

会　　派　　名〈※〉 深　　　和　　　会 深政クラブ 公明党 深　ク 共 産 彩　新

	 	 後期研修医研修資金貸与条例の一部を改正する条例	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 	 税条例及び深谷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 	 後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 	 総合支所設置条例の一部を改正する条例	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 	 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 	 予防接種健康被害調査委員会条例の一部を改正する条例	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 	 保健センター条例の一部を改正する条例	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 	 産業交流施設条例	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 	 道路占用料徴収条例の一部を改正する条例	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 	 行政振興基金条例の一部を改正する条例	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 	 生涯学習センター条例及び深谷市公民館条例の一部を改正する条例	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 財産の取得について	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 工事請負契約の締結について	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 市道路線の廃止について	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 市道路線の認定について	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 	 一般会計補正予算（第３号）	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 	 国民健康保険特別会計補正予算（第１号）	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 	 後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 	 農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 	 国済寺土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 	 岡中央土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 	 小前田駅北西部土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 	 下水道事業会計補正予算（第２号）	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 深谷市市歌作成を求める請願	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 採択
	 深谷市議会の議員の議員報酬の臨時特例に関する条例	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 新聞への消費税軽減税率適用を求める意見書	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ×	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 可決
	 子どもの保育を受ける権利を実質的に保障する観点から子ども・
 子育て関連三法が施行される事を求める意見書	 〇	 〇	 	 ○	 ○	 ○	 ○	 ×	 ×	 ○	 ○	 ×	 ○	 ○	 ×	 ×	 ×	 ○	 ○	 ○	 ○	 ○	 ×	 ×	 ×	 可決

議　
　
　
　
　

長

深　
　

谷　
　

市

平
成
25
年
度

��

問　
二
年
間
利
用
者
が
な
か
っ

た
制
度
の
、
目
先
を
改
正
し
た

だ
け
で
、
応
募
が
あ
る
と
思
え

る
の
か
。

答　
深
谷
日
赤
と
協
議
を
重
ね

る
中
で
、
今
の
ま
ま
だ
と
対
象

者
が
い
な
い
た
め
、
大
学
病
院

に
戻
る
人
に
と
っ
て
魅
力
的
な

制
度
に
な
る
よ
う
改
正
し
た
。

金
銭
的
な
面
や
年
数
延
長
に
よ

り
、
応
募
が
あ
る
と
期
待
し
て

い
る
。

問　
返
還
責
務
の
免
除
と
あ
る

が
、
条
件
を
満
た
さ
な
か
っ
た

場
合
の
奨
学
金
返
還
は
ど
の
時

点
で
確
定
す
る
の
か
。

答　
原
則
と
し
て
、
返
還
す
る

こ
と
よ
り
勤
務
を
続
け
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
や

む
を
得
な
い
理
由
で
返
還
と
い

う
こ
と
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、

勤
め
ら
れ
な
い
と
分
か
っ
た
時

点
で
、
年
数
に
応
じ
た
額
を
一

括
返
還
し
て
も
ら
う
。

  

後
期
研
修
医
研
修
資
金

　
　  

貸
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

  

産
業
交
流
施
設
条
例

　
　
　
　  

（
通 

称
　
深
谷
ベ
ー
ス
）

〈
議
会
あ
れ
こ
れ
「
議
案
っ
て
な
ぁ
に
？
」・
・
・
議
案
に
は
、
議
会
の
議
決
が
直
ち
に
地
方
公
共
団
体
の
意
思
と
し
て
成
立
す
る
条
例
案
や
、
議
会
そ
の
も
の
の
意
思
決
定
す
る
に
止
ま
る
意
見
書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。〉

問　
設
置
の
目
的
等
が
あ
い
ま

い
に
思
え
る
。
利
用
す
る
た
め

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

答　
設
置
目
的
は
市
の
産
業
振

興
を
図
る
こ
と
で
、
市
内
商
工

団
体
や
農
業
団
体
の
Ｐ
Ｒ
の
場

と
し
て
の
利
用
を
考
え
て
い
る
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
オ
ー
プ
ン
ま

で
に
作
る
予
定
で
あ
る
。

問　
交
流
施
設
の
数
は
。
ま
た
、

ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
で
使
う
の
か
。

答　
コ
ン
テ
ナ
５
棟
（
事
務
棟
、

ト
イ
レ
、
貸
ス
ペ
ー
ス
３
棟
）

を
使
っ
て
、
起
業
を
考
え
て
い

る
人
等
へ
の
援
助
や
、
趣
味
の

サ
ー
ク
ル
、
展
示
等
に
使
え
る

ス
ペ
ー
ス
と
考
え
て
い
る
。

問　
利
用
時
間
が
午
後
10
時
ま

で
と
い
う
の
は
ど
う
な
の
か
。

管
理
委
託
と
聞
い
た
が
。

答　
気
楽
な
雰
囲
気
で
会
議
な

ど
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
午
後
10
時
ま
で
と
し
た
。
会

議
が
な
け
れ
ば
午
後
５
時
で
終

わ
る
。
今
年
は
国
の
補
助
金（
緊

急
雇
用
対
策
）
を
使
っ
て
管
理

委
託
を
す
る
の
で
市
の
持
ち
出

し
金
は
な
い
。

問　
今
後
も
続
く
事
業
だ
と
思

問　
使
用
料
減
免
に
つ
い
て
、

特
別
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
る

時
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
時
か
。

答　
目
的
が
産
学
振
興
に
資
す

る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
商
工
団

体
、
農
業
団
体
が
そ
の
場
を
活

用
し
て
Ｐ
Ｒ
を
行
う
場
合
は
、

減
免
と
な
る
。

う
が
、
設
置
に
係
る
費
用
は
ど

の
く
ら
い
か
。

答　
平
成
25
年
度
事
業
だ

が
、
こ
の
先
も
続
け
た
い
と

考
え
て
い
る
。
工
事
費
に
つ

い
て
は
、
ハ
ー
ド
部
分
が
税
込

１
７
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

問　
委
託
先
の
選
定
状
況
は
。

答　
国
の
補
助
金
が
起
業
支
援

型
と
な
っ
て
い
て
、
起
業
10
年

未
満
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
い
う
限
定
が

あ
る
。
委
託
先
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
調
整
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
話

し
合
っ
て
決
め
て
い
る
。

保
育
園
運
営
事
業
（
私
立
）

問　
今
回
補
正
と
な
っ
た
事
業

の
概
要
と
対
象
人
数
、
一
人
あ

た
り
の
金
額
は
。

答　
私
立
保
育
園
28
園
の
保
育

士
、
看
護
師
等
職
員
に
対
す
る

処
遇
改
善
の
た
め
の
臨
時
特
例

事
業
で
あ
る
。
対
象
者
は
、
社

会
福
祉
法
人
の
役
員
と
な
っ
て

い
る
園
長
を
除
く
５
９
４
人
で
、

補
助
金
額
を
補
助
人
数
で
割
る

と
一
人
あ
た
り
月
額
８
１
０
０

円
と
な
る
。

橋
り
ょ
う
維
持
管
理
事
業

問　
深
谷
市
橋
梁
長
寿
命
化
計

画
に
基
づ
く
計
画
的
な
補
修
・

耐
震
補
強
の
設
計
委
託
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
今
回
の
補
正
は

そ
の
内
の
何
橋
に
な
る
の
か
。

答　
深
谷
市
内
に
は
９
０
５
橋

あ
る
が
、
15
メ
ー
ト
ル
以
上
及

び
緊
急
輸
送
道
路
に
か
か
る
89

橋
に
つ
い
て
修
繕
計
画
の
対
象

と
し
て
調
査
を
し
た
。
今
回
は

こ
の
内
の
４
橋
で
あ
る
。

問　
特
定
財
源
は
来
年
度
以
降

も
見
込
め
る
の
か
。
ま
た
、
今

後
の
修
繕
計
画
の
見
通
し
は
。

答　
今
回
は
地
域
元
気
臨
時
交

付
金
を
充
て
た
が
、
来
年
度
以

降
の
見
込
み
は
立
っ
て
い
な
い
。

再
来
年
度
、
工
事
に
関
し
て
は

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
の

う
ち
の
防
災
安
全
交
付
金
を
使

う
予
定
で
あ
る
。
今
後
、
２
橋

く
ら
い
ず
つ
毎
年
修
繕
を
続
け

て
い
く
。

緊
急
活
動
推
進
事
業

問　
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

ア
ク
セ
ス
用
の
情
報
機
器
端
末

の
購
入
と
の
こ
と
だ
が
、
設
置

台
数
と
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答　
救
急
車
10
台
分
と
指
令
室

に
１
台
、
計
11
セ
ッ
ト
の
購
入

を
予
定
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
機
器
の

導
入
は
病
院
へ
の
収
容
時
間
短

縮
を
図
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

小
・
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置

問　
特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
と
な
っ
た
経
緯
は
。

答　
７
月
に
熱
中
症
と
み
ら
れ

る
症
状
で
児
童
が
搬
送
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
検
討
の
結
果
、
設

置
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

問　
エ
ア
コ
ン
は
す
べ
て
の
教

室
に
設
置
さ
れ
た
の
か
。

答　
普
通
教
室
、
特
別
教
室
合

わ
せ
る
と
94
％
と
な
る
。

平
成
25
年
度  

補
正
予
算

保
育
園
運
営
事
業
（
私
立
）

緊
急
活
動
推
進
事
業

橋
り
ょ
う
維
持
管
理
事
業

小
・
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置

Q基金を積むのはどうしてか？
Aこれからの財政運営を考え積めるときには積み、
　使うときには使えるようにするため

◆一般会計補正予算　21 億 5,377 万円

❖道路維持管理事業……………… １億6,000万円
　※悪くなった幹線道路等の補修工事を行う
❖小学校施設整備維持事業……… ２億1,179万円
❖中学校施設整備維持事業……… １億1,921万円
❖幼稚園施設整備維持事業………………2,211万円
　※特別教室・給食室、幼稚園にエアコンを設置する費用

◦財政調整基金の積立金扌増
◦国保会計への繰出金➡減
◦決算の確定による繰越金扌増

主な事業

その他

▼
請
願
第
19
号
（
採
択
）

　

深
谷
市
市
歌
作
成
を
求
め
る

請
願

　

深
谷
市
仲
町
20
番
１
号

　

一
般
社
団
法
人

　

深
谷
青
年
会
議
所

　
　
　

理
事
長　

井い

だ田　

敦
あ
つ
し

▼
請
願
第
20
号
（
採
択
）

　

新
聞
へ
の
消
費
税
軽
減
税
率

適
用
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

　

さ
い
た
ま
市
浦
和
区

　
　
　
　

東
高
砂
町
21
―
１

　

埼
玉
県
新
聞
販
売
組
合

　
　

組
合
長　

市い
ち
か
わ川　

謙け
ん
じ示

▼
請
願
第
21
号
（
採
択
）

　

子
ど
も
の
保
育
を
受
け
る
権

利
を
実
質
的
に
保
障
す
る
観
点

か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
三

法
が
施
行
さ
れ
る
事
を
求
め
る

意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

　

深
谷
市
櫛
引
80
番
地
１

　

深
谷
保
育
を
良
く
す
る
会

　
　

会　

長　

川か
わ
し
ま島　

恭き
ょ
う
こ子

請
願
第
19
号
は
市
に
対
す
る
請

願
で
あ
る
た
め
、
市
長
あ
て
に

「
採
択
し
た
請
願
」
と
し
て
送

付
し
た
。

請
願
第
20
号
・
第
21
号
は
国
に

対
す
る
請
願
で
あ
り
、
議
会
で

採
択
さ
れ
た
の
ち
、
議
員
が
提

出
者
（
付
託
さ
れ
た
常
任
委
員

会
の
委
員
長
）
と
な
り
、
賛
成

者
（
会
派
代
表
者
の
う
ち
賛
成

し
た
者
）
と
共
に
、
議
員
提
出

議
案
と
し
て
上
程
・
可
決
後
、

国
に
対
す
る
意
見
書
と
し
て
提

出
し
た
。

意
見
書

▼
議
員
提
出
議
案 

第
８
号

　

新
聞
へ
の
消
費
税
軽
減
税
率

を
求
め
る
意
見
書

要
旨　

消
費
税
８
％
、
10
％
い

ず
れ
の
段
階
で
も
、
新
聞
へ
の 

軽
減
税
率
適
用
を
求
め
る
も
の
。

▼
議
員
提
出
議
案 

第
９
号

　

子
ど
も
の
保
育
を
受
け
る
権

利
を
実
質
的
に
保
障
す
る
観
点

か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
三

法
が
施
行
さ
れ
る
事
を
求
め
る

意
見
書

要
旨　

平
成
27
年
施
行
予
定
の

子
ど
も
・
子
育
て
関
連
三
法
に

つ
い
て
、
急
激
に
進
む
少
子
化

を
食
い
止
め
る
た
め
に
も
、
国

や
自
治
体
を
中
心
と
し
た
社
会

全
体
が
子
ど
も
の
保
育
を
受
け

る
権
利
を

実
質
的
に

保
障
し
て

い
く
べ
き

と
い
う
も

の
。

条
例

▼
議
員
提
出
議
案 

第
７
号

深
谷
市
議
会
の
議
員
の
議
員
報

酬
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
条
例

要
旨　

平
成
25
年
10
月
１
日
か

ら
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
、
議
員
報
酬
月
額
の
５
％
を

削
減
す
る
も
の
。

　

震
災
復
興
の
財
源
に
充
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
国
は
地
方
公

務
員
の
給
与
減
額
を
要
請
。
議

員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら

求
め
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
深

谷
市
議
会
で
は
職
員
だ
け
に
負

担
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
減

額
を
決
め
た
。

議
第
８
号
・
第
９
号
は
個
人
や

団
体
か
ら
の
請
願
で
、
議
会
と

し
て
の
意
思
決
定
で
あ
る
。
一

方
、
議
第
７
号
は
、
条
例
制
定

の
提
案
で
、
可
決
後
、
直
ち
に

効
力
が
発
生
す
る
。
今
回
は
、

会
派
代
表
者
会
議
の
長
が
提
出

者
、
同
会
議
の
構
成
員
が
賛
成

者
と
し
て
議
案
を
提
出
し
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

請
願
の
審
査
結
果

◆９月定例会　議案に対する各議員の賛否◆

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り
〈
第
32
号　

平
成
25
年
11
月
１
日
発
行
〉

意
見
書

条
　
　
例

●
人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　

 　

本ほ
ん
だ田　

嶺み
ね
こ子 

氏

人
事
案
件

深谷ベース



一般質問一般質問

松　寿　園

〈
一
般
質
問
記
事
の
掲
載
は
、
通
告
順
で
す
。〉

��

問　
川
本
地
区
で
毎
年
行
わ
れ
る
排
水
路
清

掃
で
大
人
の
背
丈
を
越
え
る
雑
草
や
雑
木
、

ま
た
急
勾
配
な
法
面
な
ど
、
安
全
面
で
市
民

の
活
動
と
し
て
限
界
を
越
え
て
い
る
、
対
策

を
。

答　
急
勾
配
な
場
所
や
住
民
の
高
齢
化
で
作

業
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
負
担
軽
減
の
た
め
、
管
理

方
法
を
調
査
・
研
究
す
る
と
と
も
に
景
観
の

向
上
に
も
な
る
対
策
を
地
元
と
の
協
働
で
進

め
た
い
。

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
誘
致
を

核
と
す
る
開
発
計
画
に
つ
い
て

問　
市
の
現
状
は
、
中
心
市
街
地
や
地
域
の

小
売
店
の
停
滞
、
及
び
仕
事
が
な
く
て
困
っ

て
い
る
中
小
零
細
業
者
の
支
援
、
又
、
交
通

弱
者
の
足
の
確
保
な
ど
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
雇
用
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を
い
う
の

で
あ
れ
ば
、
な
ぜ
、
大
規
模
開
発
に
市
民
の

血
税
を
投
入
す
る
の
か
。

答　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
誘
致
は
、
自

主
財
源
の
確
保
と
雇
用
の
創
出
、
又
、
多
く

の
来
場
者
を
市
内
に
呼
び
込
み
、
観
光
や
農

業
の
振
興
事
業
と
の
相
乗
効
果
に
よ
っ
て
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

問　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
あ
る
佐
野
市

や
入
間
市
、
軽
井
沢
町
な
ど
で
は
、
来
場
者

を
市
内
に
呼
び
込
む
の
が
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
お
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
な
っ

て
い
な
い
。「
大
き
な
経
済
波
及
効
果
を
生

み
出
す
」
と
言
っ
て
い
る
が
、そ
の
根
拠
は
。

答　
本
事
業
は
、
ま
だ
構
想
段
階
で
あ
る
。

ＱＡ
排
水
路
の
清
掃
活
動
で
限
界
を
越
え
た
場
所
が
あ
る
が
対
策
を

負
担
軽
減
の
た
め
管
理
方
法
を
研
究
し
地
元
と
協
働
で
進
め
た
い

問　
推
定
来
場
者
６
５
０
万
人
を
、
ど
う
市

内
及
び
中
心
市
街
地
に
呼
び
込
む
の
か
。

答　
エ
リ
ア
内
に
情
報
発
信
機
能
を
持
た
せ

る
な
ど
、
様
々
な
市
内
誘
導
策
が
行
わ
れ
る

よ
う
、
関
係
団
体
と
協
議
し
て
い
く
。

問　
予
想
さ
れ
る
経
済
浮
揚
効
果
を
市
全
体

に
波
及
さ
せ
る
方
法
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
経
済
浮
揚
効
果
の
う
ち
、
税
の
増
収
分

は
、
市
民
の
安
心
安
全
は
も
と
よ
り
、
福
祉

や
教
育
の
充
実
の
た
め
に
活
用
し
て
い
く
。

問　
渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
が
、
車
で
の
ア
ク

セ
ス
や
公
共
交
通
整
備
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
地
元
住
民
の
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た

さ
な
い
よ
う
、
周
辺
道
路
の
拡
幅
や
交
差
点

の
改
良
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

問　
市
民
の
健
康
寿
命
が
県
平
均
を
下
回
っ

て
い
る
が
、
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
介
護
を
要
す
る
期
間
を
短
く
し
、
健
康

で
生
活
で
き
る
期
間
を
伸
ば
す
た
め
に
、
世
代

に
応
じ
た
幅
広
い
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

問　
健
康
で
長
生
き
を
し
た
い
と
い
う
の
は

万
人
の
願
い
で
あ
る
。
具
体
的
な
事
業
は
。

答　
市
民
の
健
康
増
進
へ
の
気
運
を
高
め
る

た
め
、
各
種
健
診
や
健
康
づ
く
り
、
食
育
イ

ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
た
際
に
ポ
イ
ン
ト
を
取

得
で
き
、
ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
て
特
典
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
（
仮
称
）
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
等
の
取
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

問　
農
地
に
太
陽
光
発
電
が
設
置
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
市
の
対
応
は
。

答　
営
農
を
継
続
し
設
置
を
希
望
す
る
農
家

に
対
し
て
、
積
極
的
に
助
言
・
指
導
を
行
っ

て
い
く
。
ま
た
、
広
報
活
動
に
も
力
を
入
れ

て
い
く
。

ＱＡ
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
誘
致
で
の
、
最
終
目
標
は
何
か

交
流
人
口
を
増
や
し
、
最
終
的
に
は
定
住
人
口
を
増
や
し
て
い
く

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

〈
一
般
質
問
の
記
事
は
質
問
者
本
人
が
執
筆
し
た
も
の
を
編
集
し
、
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。〉

問　
地
域
支
え
合
い
マ
ッ
プ
は
な
ぜ
必
要
な

の
か
。
市
内
２
０
２
あ
る
自
治
会
の
中
で
支

え
合
い
マ
ッ
プ
が
出
来
て
い
る
自
治
会
は
い

く
つ
あ
る
の
か
。

答　
現
在
の
と
こ
ろ
１
８
６
自
治
会
で
マ
ッ

プ
が
完
成
し
て
い
る
。

問　
個
人
情
報
の
問
題
に
対
し
て
市
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
適
切
な
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
災
害
時
等
要
援
護
者
が
平
成
24
年
度
末

で
２
８
２
５
名
い
る
が
、
そ
の
中
で
支
え
合

い
マ
ッ
プ
に
載
せ
て
い
る
人
数
は
。

答　
平
成
25
年
８
月
末
現
在
の
災
害
時
等
要

援
護
者
名
簿
の
登
録
者
数
は
、
３
２
３
８
人

で
あ
り
、全
員
を
マ
ッ
プ
に
記
載
し
て
い
る
。

問　
民
生
委
員
の
役
割
と
現
状
に
つ
い
て
。

答　
支
え
合
い
の
活
動
を
各
地
域
で
展
開
す

る
う
え
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
住
民
な

ど
の
必
要
な
支
援
を
組
み
合
わ
せ
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割
を
期
待
し
て
い
る
。

松
寿
園
に
つ
い
て

問　
今
後
も
現
状
の
ま
ま
運
営
す
る
の
か
。

答　
当
面
は
現
状
の
施
設
の
ま
ま
運
営
を

行
っ
て
い
く
。

問　
民
営
化
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
。

答　
ひ
と
口
に
民
営
化
と
い
っ
て
も
、
い
く

つ
か
の
手
法
が
あ
る
が
、
今
後
民
営
化
も
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

上
柴
地
区
の
課
題
に
つ
い
て

問　
教
育
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
。

答　
東
都
医
療
大
学
へ
有
償
貸
与
す
る
方
向

で
協
議
を
進
め
た
い
旨
の
回
答
を
し
た
。

ＱＡ
高
齢
者
等
見
守
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

地
域
住
民
と
行
政
が
連
携
し
た
「
地
域
支
え
合
い
マッ
プ
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
る

加か
と
う藤　

利と
し
え江

松
寿
園
に
つ
い
て

●清水　　睦
　①民間学童保育の委託料につい

て
　②高齢者対策について
　③深谷駅北口のごみ問題につい

て
●馬場　　茂
　①公民館運営について
　②深谷市国民健康保険について
●五間くみ子
　①子ども・子育て支援について
●加藤　温子
　①決算書一般会計収入未済及不

納欠損（合計約20億円）市の
対応と対策は

　②市民の声
●村川　徳浩
　①花園IC拠点整備プロジェクト

について
●中矢　寿子
　①公共施設の改善について

　②災害に強い街深谷を象徴でき
るような施設を整備してはど
うか

　③文化財施設管理活用事業につ
いて

●永田　勝彦
　①深谷市本田春日丘自治区内の

養豚場による悪臭地下水の汚
染等の被害

　②深谷市入口玄関に（右側）在
る畠山重忠公像

●田嶋　　均
　①市長の政治姿勢について
●為谷　　剛
　①行政と市民の協働
　②学校支援
　③成果品検査
●三田部恒明
　①障害者総合支援法
　②障害者優先調達推進法

　　　　　　　　　　　《通告順》

●加藤　利江
　①高齢者等見守りの取り組みに

ついて
　②松寿園について
　③上柴地区の課題について
●清水　　修
　①排水路清掃について
　②市民サービスと施設の管理に

ついて
　③排水路の改修について
　④企業誘致について
●清水　健一
　①花園IC拠点整備プロジェクト
　②市民の健康増進について
　③再生可能エネルギーの普及に

ついて

質問項目一覧

上
柴
地
区
の
課
題
に
つ
い
て

市 政 の こ こ が 聞 き た い
議会のホームページから、議会の映像がご覧いただけます。

清し
み
ず水　
　

修
お
さ
む

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
誘
致
を

核
と
す
る
開
発
計
画
に
つ
い
て

清し
み
ず水　

健け
ん
い
ち一

市
民
の
健
康
増
進
に
つ
い
て



一般質問一般質問

	
個 人 市 民 税

	 5,398 人	 1,058 人
	 	 ５億 8,530 万円	 6,549 万円
	
法 人 市 民 税

	 136 法人	 41 法人
	 	 3,432 万円	 904 万円
	固 定 資 産 税	 2,488 人	 598 人
	都 市 計 画 税	 ７億 1,879 万円	 7,373 万円
	
特別土地保有税

	 ４件	 ０件
	 	 3,182 万円	 ０円
	
軽 自 動 車 税

	 1,777 人	 442 人
	 	 2,650 万円	 362 万円

収入未済額
（滞納）

不納欠損額
（納税義務消滅） 収入未済額 不納欠損額

	保育園（公　立）	 約 2,011 万円	 約 348 万円
	保育園（委託分）	 約 4,157 万円	 約 1,306 万円
	学 童 保 育 室	 約 563 万円	 約 248 万円

問　
平
成
24
年
度
の
利
用
件
数
が
、
平
成
23

年
度
よ
り
６
公
民
館
で
減
と
な
っ
て
い
る
。

又
利
用
者
数
も
７
５
８
７
人
減
と
な
っ
て
い

る
。
考
え
ら
れ
る
理
由
は
何
か
。

答　
12
公
民
館
に
お
い
て
６
公
民
館
の
利
用

件
数
が
減
少
し
て
い
る
が
、
全
体
で
は
48
件

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
減
の
主
な
理
由
は

登
録
団
体
の
減
少
、
構
成
員
の
高
齢
化
に
伴

う
利
用
回
数
の
減
少
等
が
考
え
ら
れ
る
。

問　
有
料
化
前
と
比
べ
て
使
用
料
は
増
え
て

い
る
の
か
。

答　
使
用
料
は
平
成
22
年
度
81
万
円
、
平

成
23
年
度
は
10
月
か
ら
有
料
化
と
な
り

約
１
１
３
４
万
円
、
平
成
24
年
度
は
約

１
５
４
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

問　
冷
暖
房
の
な
い
体
育
館
は
無
料
に
す
べ

き
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

答　
冷
暖
房
設
備
は
な
い
が
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
が
相
当
か
か
り
、
公
平
性
等
を
考
慮

し
、
使
用
料
を
も
ら
っ
て
い
る
た
め
無
料
化

の
考
え
は
な
い
。

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
は
、

予
定
通
り
進
ん
で
い
る
の
か

問　
外
来
の
診
療
費
が
平
成
20
～
23
年
度
で
、

県
内
市
町
村
平
均
と
比
べ
て
一
人
当
た
り
約

５
千
円
多
い
、
考
え
ら
れ
る
理
由
は
何
か
。

答　
入
院
な
ど
も
含
め
た
診
療
費
全
体
と
し

て
は
大
差
な
い
。
外
来
の
診
療
費
に
関
し
て

は
、
年
間
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
件
数
が

多
く
一
件
当
た
り
の
診
療
費
も
県
内
市
町
村

平
均
と
比
較
す
る
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

問　
市
民
の
健
康
、
医
療
費
削
減
の
為
に
も

「
日
本
一
長
寿
の
市
」
を
目
指
す
べ
き
で
は
。

答　
日
本
一
長
寿
の
市
を
目
指
し
た
「
健
康

づ
く
り
宣
言
」
等
は
行
わ
な
い
が
、
健
康
づ

く
り
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
実
施
す
る
。

ＱＡ
公
民
館
有
料
後
の
利
用
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

有
料
化
前
と
比
べ
て
、
大
き
な
変
化
は
な
い馬ば

ば場　
　

茂
し
げ
る

問　
市
で
は
国
県
の
基
本
的
補
助
に
加
え
て

単
独
で
補
助
金
が
加
算
さ
れ
て
い
る
が
、
各

民
間
学
童
保
育
施
設
で
は
安
定
的
な
運
営
に

必
要
な
財
源
と
し
て
は
充
分
と
は
い
え
な

い
。
現
状
の
深
谷
市
放
課
後
対
策
事
業
委
託

料
基
本
分
を
増
額
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
、
増
額
は
考
え
て
い
な
い
。
子
ど

も
・
子
育
て
新
制
度
や
近
隣
の
動
向
を
踏
ま

え
検
討
す
る
。

問　
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
で
補
助
金
が

減
額
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
。

答　
原
則
と
し
て
は
、
減
額
は
な
い
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布
で
き
な
い
か

問　
急
病
時
に
備
え
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
の

必
要
な
情
報
を
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
お
く
救

急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
65
歳
以
上
の
希
望
者

全
員
に
配
布
で
き
な
い
か
。

答　
随
時
無
料
で
配
布
し
て
い
る
。
今
後
配

布
窓
口
の
一
元
化
な
ど
の
見
直
し
を
行
い
、

広
く
周
知
を
図
る
こ
と
で
利
用
促
進
に
つ
と

め
て
い
く
。

深
谷
駅
北
口
の
ご
み
問
題
に
つ
い
て

問　
深
谷
駅
北
口
の
青
淵
広
場
と
バ
ス
停
の

グ
レ
ー
チ
ン
グ
に
た
ば
こ
の
吸
い
殻
が
目
立

つ
。
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答　
健
康
増
進
法
の
施
行
に
と
も
な
い
青
淵

広
場
及
び
バ
ス
停
の
灰
皿
を
撤
去
し
た
。
今

後
は
職
員
に
よ
る
巡
視
を
増
や
す
な
ど
、
適

正
な
管
理
に
努
め
る
。

ＱＡ
民
間
学
童
保
育
委
託
料
の
基
本
分
を
増
額
で
き
な
い
か

子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
や
近
隣
の
動
向
を
踏
ま
え
検
討
す
る

特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
は
、

予
定
通
り
進
ん
で
い
る
の
か

問　
子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
の
ス
タ
ー
ト 

に
あ
た
り
、本
市
の
目
指
す
よ
り
き
め
の
細
か

い
子
ど
も
・
子
育
て
環
境
の
未
来
像
と
は
。

答　
現
在
は
っ
き
り
と
し
た
未
来
像
は
な
い

が
、
よ
り
き
め
の
細
か
い
子
ど
も
・
子
育
て

環
境
づ
く
り
の
中
身
を
具
体
化
し
実
現
す
る

た
め
に
、
深
谷
市
の
実
情
に
即
し
た
支
援
計

画
を
策
定
し
、そ
の
中
で
示
し
て
い
き
た
い
。

問　
目
標
の
達
成
に
向
け
市
が
取
り
組
む
べ

き
課
題
、
方
策
や
方
向
性
に
つ
い
て
は
。

答　
課
題
解
決
の
た
め
に
、
国
が
示
す
３
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
の
学
校
教

育
や
保
育
、
子
育
て
支
援
な
ど
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
す
る
。そ
の
結
果
に
は
、

本
市
特
有
の
課
題
も
出
て
く
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
充
分
検
証
し
本
市
が
取

る
方
策
、
方
向
性
を
定
め
て
ま
い
り
た
い
。

問　
庁
内
に
お
い
て
現
在
課
題
と
も
思
え
る

内
容
に
お
い
て
協
議
す
る
場
は
あ
る
の
か
。

答　
所
管
す
る
こ
ど
も
未
来
部
、
教
育
委
員

会
、
そ
し
て
、
企
画
財
政
部
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
作
り
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問　
具
体
的
な
深
谷
モ
デ
ル
の
よ
う
な
も
の

は
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
後
期
基
本
計
画
の
新
規
事
業
と
し
て

（
仮
称
）
ふ
か
や
こ
ど
も
園
を
位
置
付
け
た
。

平
成
29
年
度
ま
で
に
は
認
定
こ
ど
も
園
の
モ

デ
ル
園
と
し
て
創
設
す
る
方
向
で
現
在
検
討

を
進
め
て
い
る
。

問　
本
市
の
特
徴
で
あ
る
公
立
幼
稚
園
の
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
統
廃
合
等
も
含
め

方
向
性
を
出
す
べ
き
と
思
う
が
。

答　
園
舎
の
老
朽
化
等
様
々
な
問
題
を
抱
え

て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討
を

重
ね
方
向
性
を
出
し
て
い
き
た
い
。

ＱＡ
子
ど
も
・
子
育
て
環
境
を
新
制
度
施
行
に
合
わ
せ
さ
ら
に
充
実
を

本
市
の
課
題
を
解
決
し
つ
つ
、
環
境
整
備
に
努
め
た
い

問　
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
効
果
と
経
費
支
出
は
。

答　
市
の
情
報
発
信
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、

知
名
度
向
上
に
貢
献
。
24
年
度
グ
ッ
ズ
売
上

約
７
０
０
０
万
円
の
経
済
効
果
あ
り
。
市
内

外
、
来
客
増
に
よ
る
飲
食
、
交
通
利
用
に
も

波
及
。
市
財
政
へ
の
反
映
効
果
は
、
グ
ッ
ズ

販
売
申
請
者
３
０
７
件
、「
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん

基
金
」に
売
上
の
１
％
を
呼
び
か
け
る
予
定
。

諸
経
費
は
、
ね
ぎ
ジ
ェ
ッ
ト
号
の
ラ
ッ
ピ
ン

グ
費
用
、着
ぐ
る
み
等
で
３
０
０
万
円
支
出
。

問　
目
標
１
位
、取
り
組
み
と
そ
の
効
果
は
。

答　
市
民
・
企
業
・
小
中
大
学
校
訪
問
し
投

票
を
啓
発
。
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
結
成
等
強
力
に

Ｐ
Ｒ
し
て
ゆ
く
。
ク
マ
モ
ン
の
グ
ッ
ズ
売
上

２
９
３
億
円
、１
位
効
果
は
非
常
に
大
き
い
。

24
年
度
決
算　

滞
納
額
約
20
億
円

問　
深
谷
市
一
般
会
計
歳
入
決
算
額
、
約
４

８
９
億
円
、
こ
の
額
に
入
ら
な
い
収
入
未
済

と
不
納
欠
損
合
計
、
約
20
億
円
（
消
防
費
支

出
額
よ
り
多
い
）
そ
の
中
で
市
税
分
約
15
億

５
千
万
円
、
負
担
金
、
保
育
園
及
び
学
童
保

育
室
保
護
者
負
担
金
、
約
８
６
３
３
万
円
。

内
訳
と
滞
納
対
策
及
び
不
納
欠
損
者
公
表
は
。

答　
下
段
の
表
を
参
照
。

ＱＡ
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
誕
生
。
市
財
政
へ
の
反
映
効
果
は

「
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
基
金
」
に
呼
び
か
け
て
い
く

24
年
度
決
算　

滞
納
額
約
20
億
円

〈
一
般
質
問
記
事
の
掲
載
は
、
通
告
順
で
す
。〉

�

〈
議
会
あ
れ
こ
れ「
一
般
質
問
っ
て
な
ぁ
に
？
」・・・
議
案
質
疑
と
は
別
に
議
員
が
市
の
行
政
全
般
に
わ
た
り
執
行
部
側
に
対
し
自
由
に
質
問
で
き
る
も
の
で
す
。
９
月
議
会
で
は
13
人
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。〉

�

加か
と
う藤　

温あ
つ
こ子

清し
み
ず水　
　

睦
む
つ
み

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布
で
き
な
い
か

深
谷
駅
北
口
の
ご
み
問
題
に
つ
い
て

五ご

ま間
く
み
子こ

●滞納対策は
①延滞金付加：納期限翌日から発生１ヶ月の間4.3％、
１ヶ月を越えると14.6％を課す。
②預金、債権・不動産等財産の差押え及び不動産の公
売。不納欠損者の公表開示はない。

（１）市税分　約15億5,000万円の内訳 （２）負担金中、幼稚園（公立、委託分）・学童保育室
　　　　　　　　保護者負担金　約8,633万円の内訳

●滞納対策は
①保護者の負担能力に応じた段階的な保育料の設定。
②督促状、催告書、分割納付相談、差押え予告書発送、
相談等の段階をふみ、納付意識を高め、保育料債権
の消滅を回避するよう取り組んでいる。

③24年度　差押え状況
　給与差押え　２件　35万5,200円
　預金差押え　１件　27万8,400円
　児童手当から保育料へ充当　1,114万2,200円

※不納欠損者の公表はない。滞納対策強化に取り組む。

内閣府ホームページより 深谷駅北口バス停



一般質問一般質問

答　
臭
気
等
の
際
は
た
だ
ち
に
連
絡
を
も
ら

い
た
い
。
至
急
対
応
し
て
い
く
。

畠
山
重
忠
公
の
来
歴
を
記
し
た

碑
文
を
添
え
て
は

問　
深
谷
市
庁
舎
玄
関
前
に
あ
る
畠
山
重
忠

公
像
に
来
歴
を
記
し
た
碑
文
を
添
え
市
民
に

知
仁
勇
に
秀
で
た
郷
土
の
鎌
倉
武
将
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。

答　
郷
土
の
偉
人
と
し
て
碑
文
を
設
置
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

問　
撤
退
す
る
可
能
性
や
思
っ
た
ほ
ど
の
経

済
効
果
が
な
か
っ
た
場
合
を
考
え
る
と
、
市

は
リ
ス
ク
を
減
ら
す
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ

と
思
う
が
。

答　
財
務
力
や
経
営
力
や
実
績
を
基
に
公
募

で
企
業
を
選
び
た
い
。
リ
ス
ク
を
減
ら
す
努

力
を
し
て
い
き
た
い
。

問　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
は
基
本
的
に
は
営
利
目

的
の
企
業
な
の
で
、
民
間
ゾ
ー
ン
の
土
地
造

成
に
か
か
る
12
億
円
は
負
担
し
て
も
ら
う
べ

き
な
の
で
は
な
い
か
。

答　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
誘
致
は
手
段
で
あ
り
、

目
的
は
観
光
と
農
業
振
興
施
策
の
展
開
に
よ

る
市
内
経
済
の
活
性
化
で
あ
る
。
民
間
業
者

に
よ
る
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
単
体
の
事
業
で
は
農

林
調
整
な
ど
の
法
手
続
き
上
の
課
題
を
解
決

で
き
な
い
。

問　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
事
業
者
を
公
募
、
と

な
っ
て
い
る
が
、
公
募
し
て
も
応
募
者
が
な

い
と
い
っ
た
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
に
最

初
に
公
募
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
土
地
が
用
意
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
に

事
業
者
が
応
募
す
る
こ
と
は
な
い
。

問　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
に
18
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
公

共
ゾ
ー
ン
に
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
16
億
円
必
要
な

根
拠
は
。

答　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
規
模
は
安
定
的
な
運

営
及
び
事
業
継
続
性
の
確
保
並
び
に
代
表
的

な
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
平
均
値
を
基
に
算
出
し

た
。
公
共
ゾ
ー
ン
は
観
光
・
農
業
振
興
施
策
を

展
開
し
て
い
く
上
で
必
要
な
規
模
と
し
た
。

ＱＡ
特
定
の
事
業
者
に
対
す
る
36
億
円
の
税
金
投
入
は
ど
う
な
の
か

賃
貸
料
収
入
と
税
の
増
収
分
で
全
体
事
業
費
も
十
分
回
収
可
能

問　
深
谷
駅
北
口
に
は
屋
根
の
付
い
た
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
が
あ
る
が
、
南
口
に
は
な
い
。

ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
あ
る
が
、
分
か
り

づ
ら
い
。
北
口
に
あ
る
も
の
が
南
口
に
な
い

の
で
は
公
平
性
に
欠
け
る
。計
画
は
あ
る
が
、

ま
だ
設
置
し
て
な
い
の
か
、
設
置
は
し
た
い

が
で
き
な
い
の
か
。そ
の
理
由
を
知
り
た
い
。

答　
平
成
13
年
に
北
口
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を

設
置
し
た
際
に
、
南
口
に
つ
い
て
も
設
置
の

検
討
を
し
た
が
、
構
造
上
の
問
題
か
ら
非
常

に
難
し
い
、
と
の
判
断
で
断
念
し
た
。
今
後

は
南
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
分
か
り
や
す
く
、

利
用
し
や
す
い
よ
う
に
案
内
標
識
等
の
設
置

な
ど
改
善
し
て
い
き
た
い
。

災
害
に
強
い
ま
ち
深
谷
を
象
徴
で
き
る

よ
う
な
施
設
整
備
を
す
べ
き
で
は
！

問　
県
北
広
域
の
防
災
拠
点
と
し
た
防
災
体

験
学
習
施
設
や
公
園
の
整
備
を
国
や
県
に
提

案
し
て
は
ど
う
か
。

答　
災
害
が
比
較
的
少
な
く
安
心
で
安
全
な

場
所
と
い
う
こ
と
で
、
深
谷
市
に
施
設
誘
致 

を
働
き
か
け
て
い
く
の
は
難
し
い
と
考
え
る
。

文
化
財
施
設
管
理
活
用
事
業
に
つ
い
て

問　
ホ
フ
マ
ン
輪
窯
は
国
の
重
要
文
化
財
で

あ
る
が
、
外
壁
が
み
す
ぼ
ら
し
く
修
繕
が
必

要
と
考
え
る
。
今
後
の
修
繕
や
活
用
の
計
画

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答　
ホ
フ
マ
ン
輪
窯
を
含
め
旧
煉
瓦
製
造
施

設
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
修
繕
が
必
要
な
状

況
で
あ
る
が
、
修
繕
は
国
、
県
と
の
協
議
が

必
要
で
あ
る
。
年
内
に
保
存
活
用
計
画
策
定

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
計
画
を
来
年
度

ま
で
に
ま
と
め
、
そ
れ
に
基
づ
き
修
繕
と
維

持
管
理
、
活
用
を
行
っ
て
い
く
。

ＱＡ
公
共
施
設
の
改
善
（
駅
南
口
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
を
！
）

構
造
上
の
問
題
が
あ
り
設
置
は
非
常
に
難
し
い

文
化
財
施
設
管
理
活
用
事
業
に
つ
い
て

〈
一
般
質
問
記
事
の
掲
載
は
、
通
告
順
で
す
。〉

�

〈
議
会
あ
れ
こ
れ
「
議
員
も
熱
が
入
り
ま
す
！
」・
・
・
９
月
議
会
の
一
般
質
問
は
２
日
間
。
延
べ
53
人
の
方
が
傍
聴
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。〉

�

中な
か
や矢　

寿ひ
さ
こ子

村む
ら
か
わ川　

徳の
り
ひ
ろ浩

災
害
に
強
い
ま
ち
深
谷
を
象
徴
で
き
る

よ
う
な
施
設
整
備
を
す
べ
き
で
は
！

問　
深
谷
市
本
田
春
日
丘
自
治
区
内
の
養
豚

場
に
よ
る
悪
臭
汚
染
等
の
被
害
に
よ
り
周
辺

住
民
は
深
刻
な
悪
影
響
を
恒
常
的
継
続
的
か

つ
日
常
的
に
強
い
ら
れ
て
い
る
。
当
該
養
豚

場
は
平
成
10
年
開
設
に
際
し
、
同
年
６
月
14

日
付
「
確
約
書
」
を
旧
川
本
第
６
区
第
10
区

正
副
区
長
４
氏
と
立
合
人
昭
和
地
所
株
式
会

社
社
長
、
当
時
の
川
本
町
長
、
町
議
会
議
員

の
２
氏
と
締
結
し
て
い
る
。「
確
約
書
」
を

反
故
に
す
る
行
為
は
許
さ
れ
ず
市
の
標
榜
す

る
市
民
の
安
心
安
全
快
適
な
生
活
を
守
る
た

め
、
市
の
取
り
組
み
を
求
め
る
。

答　
平
成
10
年
の
開
設
に
際
し
て「
確
約
書
」

も
締
結
さ
れ
、
当
時
の
川
本
町
が
立
合
人
と

な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
埼
玉
県
と
地
元

の
調
整
役
と
し
て
対
応
し
て
い
く
。

問　
深
谷
市
内
に
臭
気
に
対
す
る
苦
情
が
数

件
あ
る
よ
う
だ
が
、
発
生
元
と
考
え
ら
れ
る

個
人
や
企
業
の
臭
気
に
対
す
る
対
応
に
特
段

の
努
力
の
様
子
を
考
慮
、
付
近
住
民
は
理
解

し
折
り
合
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
本
事
件
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
欠

如
か
も
知
れ
な
い
。
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い
と

い
う
基
本
的
な
態
度
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。
臭
気
根
絶
を
希
求
す
る
。

ＱＡ
深
谷
市
本
田
春
日
丘
自
治
区
内
の
養
豚
場
の
悪
臭
に
苦
慮

深
谷
市
及
び
埼
玉
県
は
、
市
民
の
困
窮
解
消
に
対
応

永な
が
た田　

勝か
つ
ひ
こ彦

畠
山
重
忠
公
の
来
歴
を
記
し
た

碑
文
を
添
え
て
は

問　
自
主
財
源
比
率
が
50
％
、
歳
入
に
お
け

る
税
収
比
率
が
高
い
と
は
言
え
な
い
（
県
下

40
市
中
39
位
）
深
谷
市
の
厳
し
い
財
政
運
営

の
下
で
、市
長
が
９
月
定
例
記
者
会
見
で『
ソ

フ
ト
か
ら
ハ
ー
ド
へ
』
と
方
向
転
換
し
た
真

意
と
具
体
的
施
策
、
財
源
の
裏
付
け
は
。

答　
都
市
基
盤
整
備
・
農
業
基
盤
整
備
を
念

頭
に
、
深
谷
市
の
将
来
に
向
け
て
の
事
業
を

行
う
。
特
定
の
事
業
の
公
表
は
控
え
る
。
ま

た
統
廃
合
も
含
む
公
共
施
設
の
適
正
配
置
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
従
来
通
り
健
全
財
政

を
維
持
し
て
い
く
。

問　
高
崎
線
の
立
体
交
差
に
48
億
円
、
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
に
25
億
円
、
さ
ら
に
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
に
多
額
な
税
金
投
入
や
新
庁
舎
建

設
、
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
大
規
模

事
業
が
議
会
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
企
業
誘
致
計
画
が
、

従
来
の
説
明
と
は
異
な
り
日
大
所
有
の
土
地

整
備
費
用
百
億
円
云
々
で
先
送
り
の
様
相
を

き
た
し
て
い
る
が
、
現
状
認
識
は
。

答　
候
補
地
が
丘
陵
地
で
造
成
費
が
多
額
な

た
め
再
検
討
し
て
い
る
。

問　
川
本
地
区
の
工
業
団
地
は
県
企
業
局
が

候
補
地
と
し
て
選
定
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、

現
在
実
質
的
に
凍
結
さ
れ
て
い
る
理
由
は
。

答　
県
に
働
き
か
け
て
い
る
が
進
展
は
な
い
。

問　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
を
核
に
多
額
の
税
金
を

先
行
投
資
す
る
拠
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
が

公
表
さ
れ
た
が
、
少
な
く
と
も
民
間
部
分
に

つ
い
て
は
進
出
す
る
企
業
に
負
担
さ
せ
る
べ

き
だ
と
思
う
が
、
な
ぜ
全
て
の
手
続
き
と
費

用
負
担
、
危
険
負
担
を
市
が
負
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。

答　
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
業
者
が
開
発
す
る
こ
と

は
、
全
国
的
に
こ
こ
の
と
こ
ろ
な
い
。

ＱＡ
市
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
計
画
及
び
企
業
誘
致
の
進
捗
状
況
は

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―〈
本
人
の
意
思
に
よ
り
記
載
な
し
〉

田た
じ
ま嶋　
　

均
ひ
と
し

市役所玄関前  畠山重忠公之像

深谷駅南口



一般質問議員全員協議会など

〈
一
般
質
問
記
事
の
掲
載
は
、
通
告
順
で
す
。〉

�

問　
自
立
支
援
法
及
び
障
害
者
総
合
支
援
法

へ
の
改
正
の
動
向
の
中
、
現
行
の
相
談
支
援

体
制
に
つ
い
て
確
認
を
。

答　
自
立
支
援
法
一
部
改
正
に
伴
い
、
特
定

相
談
及
び
一
般
相
談
支
援
に
整
理
さ
れ
、
取

組
を
強
化
し
た
。
一
般
相
談
は
身
体
・
知
的

障
害
を
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
、
精

神
を
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
に
委
託
、
特

定
相
談
を
市
内
６
か
所
の
事
業
所
を
指
定
し

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
作
成
な
ど
、
総
合
的

に
相
談
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

問　
市
町
村
「
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

は
任
意
で
の
設
置
で
市
町
村
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
が
、
相
談
支
援
事
業
者
間
の
連
絡
調
整

や
関
係
機
関
の
連
携
支
援
を
行
い
相
談
支
援

の
中
核
を
担
う
と
期
待
し
て
い
る
。
設
置
に

鋭
意
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は

身
体
・
知
的
・
精
神
の
３
障
害
相
談
、
虐
待

防
止
・
早
期
発
見
の
た
め
の
関
係
機
関
調

整
、
障
害
者
の
権
利
擁
護
な
ど
を
総
合
的
に

担
う
目
的
が
あ
り
、
協
議
会
単
位
で
設
置
す

る
よ
う
う
た
わ
れ
て
い
る
。
設
置
に
つ
い
て

は
大
里
地
域
自
立
支
援
協
議
会
で
協
議
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
他
市
町
村
の
動
向
等
研
究
す

る
。

障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
へ
の
取
り
組
み

問　
本
年
４
月
施
行
の
障
害
者
優
先
調
達
推

進
法
に
基
づ
く
深
谷
市
の
体
制
構
築
は
。

答　
本
年
７
月
に
深
谷
市
障
害
者
優
先
調
達

推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
８
月
下
旬
に
「
平

成
25
年
度
深
谷
市
障
害
者
優
先
調
達
推
進
方

針
」
を
策
定
し
、
今
後
、
障
害
者
就
労
施
設

と
各
所
属
へ
の
説
明
会
開
催
、
需
要
調
査
、

ま
た
、啓
発
の
一
環
と
し
て
ポ
ス
タ
ー
作
成
、

施
設
等
の
物
品
等
の
紹
介
を
図
っ
て
い
く
。

ＱＡ
障
害
者
総
合
支
援
法
、
市
町
村
基
幹
相
談
、
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

大
里
自
立
支
援
協
議
会
等
で
設
置
方
法
や
事
業
内
容
の
検
証
を
行
っ
て
い
く

�

〈「
議
会
だ
よ
り
」
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
見
ら
れ
ま
す
・
・
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
き
、「
深
谷
市
議
会
」、「
市
議
会
だ
よ
り
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
）
の
順
に
ク
リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
創
刊
号
か
ら
今
号
ま
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。〉

	９	 火	 深和会、深谷クラブ、共産党
	 	 	 全国市議会議長会研究フォーラム
	 	 	 ・北海道旭川市　～ 11日

	17	 水	 彩新連合行政視察　～ 18日
	 	 	 ・秩父市、山梨県甲府市
	 	 	 ・東京都青梅市
	 	 	 「新庁舎建設」について

	24	 水	 議会改革委員会
	30	 火	 深政クラブ行政視察
	 	 	 ～８月１日
	 	 	 ・新潟県新発田市
	 	 	 ・山形県酒田市
	 	 	 ・秋田県秋田市

	５	 月	 議員クラブ視察

	９	 金	 彩新連合行政視察
	 	 	 ・入間市

	13	 火	 議会改革委員会
	23	 金	 深和会、深谷クラブ、共産党
	 	 	 行政視察
	 	 	 ・栃木県佐野市
	 	 	 「中心市街地活性化基本計画」について
	 	 	 「アウトレットモール・イオンモール
	 	 	 佐野新都市視察」について
	26	 月	 議会運営委員会

	２	 月	 議会開会・決算特別委員会
	５	 木	 議案質疑
	９	 月	 福祉文教委員会

	10	 火	 環境都市委員会
	11	 水	 総務委員会
	12	 木	 市民産業委員会
	13	 金	 決算特別委員会
	17	 火	 決算特別委員会
	18	 水	 一般質問
	19	 木	 一般質問
	25	 水	 議会閉会

日 曜 行　事　内　容 日 曜 行　事　内　容 日 曜 行　事　内　容
７月 ８月 ９月

　

一
昨
年
８
月
、
議
員
全
員
協

議
会
に
お
い
て
説
明
の
あ
っ
た

花
園
Ｉ
Ｃ
ま
ち
づ
く
り
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
構
想
が
標
記
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
し
て
始
動
し
た
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

目
的
等

　

継
続
的
な
自
主
財
源
の
確
保

と
自
立
性
の
維
持
の
た
め
、
観

●主な行事（平成 25年７月～９月）

議
員
全
員
協
議
会

花
園
Ｉ
Ｃ
拠
点
整
備

　
　

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
へ
の
取
り
組
み

光
と
農
業
を
主
軸
に
市

内
経
済
の
活
性
化
を
図

り
、
県
北
西
部
地
域
全
体

の
発
展
を
目
的
と
し
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
。

概　

要

＊
場
所　
黒
田
及
び
永
田
地
内

＊
面
積　

28
ヘ
ク
タ
ー
ル

＊
概
算
事
業
費　

36
億
円

＊
効
果
①
自
主
財
源
の
確
保

　
　
　

②
新
規
雇
用
創
出

　
　
　

③
地
域
経
済
の
活
性
化

そ
の
他
報
告
事
項

※
群
馬
県
富
岡
市
と
の
友
好
都

市
提
携
協
定
締
結
に
つ
い
て

※
深
谷
市
Ａ
Ｅ
Ｄ
普
及
促
進
計

画
に
つ
い
て

食の循環によるまちづくり、景観
計画・景観条例の施行、学力向
上の取り組み

（仮称）花園公民館視察風景

アウトレットモールについて

茨城県つくば学園都市

問　
「
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
マ
イ
・
ス
ト
リ
ー
ト
」

の
目
的
は
、
市
民
と
行
政
が
協
力
し
て
街
の

課
題
を
解
決
す
る
こ
と
で
あ
る
。
市
民
が
ア

プ
リ
に
投
稿
す
る
こ
と
で
、
行
政
は
人
手
を

か
け
ず
に
い
ち
早
く
街
の
課
題
を
把
握
し
て

解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ア
プ
リ

で
課
題
を
共
有
し
て
“
見
え
る
化
”
す
る
こ

と
で
、
市
民
は
行
政
の
対
応
を
促
す
だ
け
で

な
く
、
み
ず
か
ら
課
題
の
解
決
に
当
た
る
こ

と
も
で
き
る
。
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
自
治

体
の
税
収
が
落
ち
込
む
な
か
、
市
民
が
行
政

を
支
援
で
き
る
こ
う
し
た
ア
プ
リ
は
、
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
う
が
。

答　
市
民
と
行
政
の
協
働
と
い
う
観
点
で
は

現
在
、
千
葉
市
に
お
い
て
そ
の
可
能
性
や
仕

組
み
の
検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

実
証
実
験
が
行
わ
れ
て
お
り
、
有
効
性
に
つ

い
て
現
時
点
で
今
、
検
証
段
階
に
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
深
谷
市
と
し
て
も
、
新
た
な
市
民

と
行
政
の
協
働
を
進
め
る
手
段
と
し
て
研
究

す
る
。

学
校
応
援
団
等
に
助
成
金
の
対
応
を

問　
学
校
施
設
の
小
さ
な
修
繕
等
を
学
校
応

援
団
等
が
無
償
で
行
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
材
料
費
等
を
助
成
す
る
よ
う
な
対
応
が

で
き
な
い
か
。

答　
既
に
学
校
予
算
で
原
材
料
の
購
入
を
行

い
、
学
校
応
援
団
な
ど
へ
提
供
し
、
作
業
の

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
学
校
も
あ
る
。
引

き
続
き
、
原
材
料
を
提
供
す
る
よ
う
な
方
法

で
対
応
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
今
後
に
お

い
て
は
「
市
民
と
の
協
働
」
の
観
点
か
ら
も
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
多
く
の
学
校
で
浸

透
す
る
よ
う
、
学
校
と
も
連
携
を
深
め
な
が

ら
、
学
校
の
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く
。

ＱＡ
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
マ
イ
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
の
活
用
の
検
討
を

先
進
事
例
等
踏
ま
え
つ
つ
研
究
を
進
め
て
い
く

為た
め
が
や谷　
　

剛ご
お

学
校
応
援
団
等
に
助
成
金
の
対
応
を

三み

た

べ

田
部
恒つ

ね
あ
き明

問　

予
防
接
種
費
用
を

４
０
０
０
円
補
助
す
る
と
の
こ

と
だ
が
す
べ
て
市
の
負
担
か
。

答　
広
域
連
合
か
ら
１
人
あ
た

り
４
０
０
０
円
の
半
額
の
補
助

を
受
け
て
い
る
。

問　
予
算
は
１
３
０
０
人
分
を

見
込
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
を
超

え
た
場
合
は
。

答　
人
数
に
つ
い
て
事
前
に
申

請
し
て
い
る
も
の
な
の
で
、
今

の
時
点
で
追
加
に
つ
い
て
は
わ

か
ら
な
い
。

問　
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、
ポ
ス
タ

ー
掲
示
を
予
定
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
高
齢
者
１
人
１
人
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
の
予
定
は
。

答　
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

公
民
館
だ
よ
り
で
の
周
知
を
行

な
う
た
め
、
個
々
へ
の
配
布
は

考
え
て
い
な
い
。

問　
補
助
金
に
よ
る
助
成
を
受

け
て
い
る
自
治
体
は
県
下
で
ど

の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

答　
平
成
24
年
度
は
44
市
町
村

が
実
施
し
、
40
市
町
村
が
補
助

を
受
け
て
い
る
。

問　
予
防
接
種
の
補
助
回
数
は
。

答　
生
涯
１
回
限
り
と
い
う
こ

と
で
、
補
助
は
１
回
で
あ
る
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
に
対
し
、
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を

開
始
す
る
に
あ
た
り
、
補
助
金
や
周
知
に
必

要
な
諸
経
費
を
補
正
予
算
で
計
上
す
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
補
正
予
算

学校応援団の取り組み



議会インターネット配信

【
表
紙
の
写
真
】

　

昨
年
11
月
３
日
、
４
日
に
岡
部
公

民
館
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
老

人
セ
ン
タ
ー
岡
部
荘
を
会
場
に
開
催

し
ま
し
た
文
化
祭
の
一
コ
マ
で
す
。

　

写
真
は
、
岡
部
菊
花
愛
好
会
に
よ

る
菊
の
展
示
風
景
で
す
。
今
年
は
、

11
月
９
日
（
土
）、
10
日
（
日
）
の

２
日
間
に
わ
た
り
21
団
体
の
参
加
に

よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
各
団
体
の

作
品
展
示
を
は
じ
め
、
芸
能
発
表
、

社
交
ダ
ン
ス
発
表
や
音
楽
祭
等
を
開

催
し
ま
す
。
多
く
の
方
の
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

12月定例会の日程のお知らせ

11月25日▶12月13日

※日程は変更になる場合があります。
　詳しい内容は議会事務局（市役所３階）
　までお問い合わせください。
◦ＴＥＬ 048（574）6662
◦ＦＡＸ 048（574）6673

ここでは市内で活動されているボランティアさんを紹介しています。

平成25年12月定例会は次の日程で
午前９時から開催する予定です。

	１１月	２５日（月）	 開会・議案説明

		  ２６日（火）	 議案説明

		  ２８日（木）	 議案質疑

		  ２９日（金）	 　 〃

	１２月	 ２日（月）	 環境都市委員会

		  ３日（火）	 総務委員会

		  ４日（水）	 市民産業委員会

		  ５日（木）	 福祉文教委員会

		  ９日（月）	 一般質問

		  １０日（火）	 　 〃

		  １１日（水）	 　 〃

		  １３日（金）	 討論・採決・閉会

　

９
月
議
会
で
は
、
決
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
深
谷
市
で
昨
年

一
年
間
ど
の
よ
う
に
お
金
が
使
わ

れ
た
か
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

議
会
の
使
命
の
一
つ
に
は
、
行

財
政
運
営
が
、
す
べ
て
適
法
・
適
正
・

公
平
・
民
主
的
に
な
さ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
監
視
す
る
こ
と
で
す
。

　

今
後
も
議
会
と
市
民
の
み
な
さ

ん
の
距
離
が
少
し
で
も
縮
ま
る
よ

う
に
、
議
会
だ
よ
り
の
編
集
・
発

行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 

清  

水　
　

睦

動
物
愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
ふ
れ
愛
の
会

　
　
　
　
　
　
会
長
　
菅す
が
わ
ら原

　
千ち

え

こ
恵
子

　

当
会
は
、
埼
玉
県
の
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ

ピ
ー
事
業
計
画
に
伴
い
、
埼
玉
県
動
物

指
導
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
た
協
力
団
体

と
し
て
設
立
し
、
県
北
地
域
を
活
動
範

囲
と
し
て
障
害
者
施
設
や
児
童
養
護
施

設
、
学
校
、
老
人
介
護
施
設
な
ど
を
ふ

れ
あ
い
犬
を
連
れ
て
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

活
動
時
間
は
45
分
程
度
で
す
が
、
動

物
と
の
関
わ
り
と
ふ
れ
あ
い
が
、
人
の

心
の
孤
独
や
ス
ト
レ
ス
を
癒
し
て
く
れ

る
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
皆
さ
ん
か

ら
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

委
員
長
　
　
五
間
く
み
子

副
委
員
長
　
　
村
川
　
徳
浩

委
　
　
員
　
　
清
水
　
　
修

　
〃
　
　
　
清
水
　
　
睦

　
〃
　
　
　
中
矢
　
寿
子

　
〃
　
　
　
武
井
　
伸
一

　
〃
　
　
　
加
藤
　
温
子

　
〃
　
　
　
加
藤
　
利
江

　
〃
　
　
　
倉
上
　
由
朗

　
〃
　
　
　
新
井
　
　
清

議会中の生中継・録画配信
  http://www.fukaya-city.
　　　　　　　stream.jfit.co.jp

・編集委員会・ 編
集
後
記

「動物愛護ボランティア ふれ愛の会」のみなさん

F
U
K
A
Y
A

ふ
か
や

市
議
会
だ
よ
り

N
o.3

2
発

行
／

深
谷

市
議

会
　

　
編

集
／

ふ
か

や
市

議
会

だ
よ

り
編

集
委

員
会

〒
366－8501  埼

玉
県
深
谷
市
仲
町
11番
１
号
　
深
谷
市
議
会
事
務
局


